
 令和４年 第 10回米原市定例教育委員会 

 

 

日 時：令和４年 10月 25日（火） 午後３時 30分開会 

場 所：米原市役所 コンベンションホール 

 

 

（出席者） 

   教 育 長：馬渕教育長 

   教 育 委 員：中川委員、本庄委員、膽吹委員、法戸委員、井口委員 

教   育   部：口分田部長 

教  育  総 務 課：梶田課長 

学  校  教 育 課：山口課長 

生  涯  学 習 課：平山課長 

ス ポー ツ推進課：髙木課長 

学 校 給 食 課：藤田課長 

     図 書 館：梶川館長 

       書      記：奥村 

 

１ 開 会  

 

２ 教育長挨拶 

   皆さんこんにちは。 

   秋も大分深まりまして寒くなってまいりましたけれども、寒くなったからと言って風

邪をひくといろいろとややこしいので、なるべく風邪をひかないように生活をしている

ところですが、お互いに気を付けていきたいと思います。今日の新聞に、双葉中学校で

「絆」という人文字を書いて上空から撮った写真が掲載されていました。伊吹山テレビ

でも各学校のことをよく出していただいています。このように、学校が一生懸命やって

いることを発信してもらうのは非常にありがたいことです。こちらからも学校のことを

なるべく発信してもらうようお願いしていますが、管理職会議でも学校がやっているこ

とを地域の方に出してもらえるように周知をしていきたいと思います。次に、先日の新

聞で町の幸福度ランキングというものが載っておりまして、滋賀県版で米原市は住み続

けたい町は第５位、町の幸福度は第３位、第１位は栗東市なのですが、栗東市の給食は

週４日しか提供できないので、もう１日何とかしてほしいという記事が載っていました。

幸福度は何のデータで決めているのか、交通の便とか町の安全性などを根拠にしている

と思いますが、できれば教育の面で特色を出して、米原市の教育が良いから米原市に来

てもらえるということになれば理想であると思います。学校教育のみならず、生涯学習

の面などでも魅力が発信できれば良いと考えております。次に、良いニュースですが、



今年の夏の第 25回中学生広場で、米原中学校の生徒が最優秀賞に輝きました。滋賀県で

12 人選出して、この 12 人に選ばれて実際に米原学びあいステーションで発表して最優

秀になりました。この生徒が、近畿中部ブロックでさらに３人のなかに選ばれたという

ことで、全国で 12人の中に入って全国大会に出場しています。非常に嬉しいニュースで

す。米原の子どもが全国の舞台で活躍してくれるということは非常に嬉しいことである

と思いますし、米原市の中学生も自分たちもできる、頑張れば手が届くんだという気持

ちになってくれると非常にありがたいと思います。もう一つお話をさせていただきます。

私も学校の教師でしたので子どもを見る目というのは非常に大事だと思っていましたが、

私が大東中学校で校長として在職した４年間で、この子は憎たらしいと思う子は１人も

いなかったし、何かいろいろな家庭事情があるのに、何でこんなに明るく素直に学校で

過ごせるのだろうと、その健気さに感動していたところもあったんですが、ちょっとど

きっとする言葉に出会いましたので紹介したいと思います。学校連携マネージャーの報

告書に出ていたものですが、「違う自分を演じる子どもたち」という言葉です。「良い子

にしていないと痛い目に合う子どもは良い子を演じ、振り向いて欲しくて仕方ない子は

手のかかる子を演じ、期待を一身に背負っている子は優等生を演じ、事実を知られたく

ない子は悩みの無い子を演じ、今にも崩れてしまいそうな子は自分を支えるために強い

子を演じる。」という言葉でした。大東中学校で子どもを見ていた時に、この子すごく頑

張っているなと思ったんですが、「事実を知られたくない子は悩みの無い子を演じ、今に

も崩れてしまいそうな子は自分を支えるために強い子を演じる。」こういうところがあっ

たのかな、それを自分は４年間も見逃していたのかと思うと、責任を感じているところ

です。管理職会議でもこの言葉を紹介し、お互い子どもをよく見ていこうと、声掛けを

したいと考えております。 

以上、最初の挨拶とさせていただきます。本日も御審議よろしくお願いします。 

 

３ 会議録承認 

   令和４年第９回定例会議事録 

 

４ 所属長報告 

（１）教育総務課長 

    報告事項につきましては、10月４日に米原市議会第３回定例会が終了しました。ま 

た、10月 6日には政策課題３役協議が開催され、令和４年度の各事業の進捗状況、令 

和５年度の重点施策の協議を行ったところです。10月 16日には、双葉中学校グラウ 

ンドを主会場に市の総合防災訓練が開催されました。10月 17日には、契約審査会に 

おきまして、坂田小学校駐車場築造工事設計業務外１件の審査をいただきました。 

10月 18日には、滋賀県教育委員会連絡協議会の県内研修会が開催されまして、教育 

委員の皆様にも御出席いただいたところです。今後の予定につきましては、10月 31 

日、11月１日に滋賀県都市教育委員会連絡協議会の県外研修が長崎市で開催されます。 

また、11月２日には、米原市の教育行政の点検・評価に関する懇話会、また、18日に 



は第 11回の定例教育委員会を予定しています。11月 10日には、米原市第３回臨時議 

会が予定されています。 

 

（２）学校教育課長 

    報告事項につきましては、先日すべての学校の人事訪問が終了しました。10月 22 

日、23日には滋賀県人権教育研究大会が開催され、次年度開催市である米原市からも 

何人か参加させていただきました。今後の予定につきましては、10月 26日から市教 

育委員会訪問ということで、教育委員の皆様には大変お世話になりますが、よろしく 

お願いします。続いて教育センターからの報告です。若手職員および２年次職員研修 

については、コロナ禍の中、できる方法で実施しています。調査研究部会につきまし 

て、特に自己肯定感、自己有用感の調査研究部会については、年間を通して椙山女学 

園大学の山田真紀教授にお越しいただいて御指導をいただいているところです。次に 

今年度の調査研究発表大会についても、昨年度と同様、動画配信を行う予定です。極 

力研修の機会を失うことなく実施していく方向としています。 

 

（３）生涯学習課長 

    報告事項としましては、10月の３連休に行われました米原曳山まつりは、３年ぶり 

に３基が勢ぞろいしての開催となりました。雨で一部の公演が中止になりましたが、 

新庁舎前での子ども歌舞伎の披露も実現し、地域の子どもたちの演技を大人が支えな 

がら、まつりを次の世代に継承していくというシーンに、久々に日本の良き伝統が垣 

間見れたひと時となりました。また、ルッチプラザの音楽コンサート、お笑い落語は 

多くの方にお楽しみいただいたと聞いています。10月 20日の歴史講座は、後鳥羽上 

皇ゆかりの地を訪ねるということで、大河ドラマのクライマックスに向けたタイミン 

グとも合い盛況でありました。今後の予定につきましては、本日、第２回米原市文化 

財保存活用地域計画の策定委員会を開催します。この計画に関するシンポジウムを 11 

月６日に開催する予定です。このほか、各学びあいステーションで文化祭や各種イベ 

ントなど、今年は秋の催しもウィズコロナで賑やかに開催される計画となっておりま 

す。 

 

（４）図書館長 

    報告事項につきまして、ローカルメディアの魅力展については、地域誌の展示を行 

い地域誌編集の魅力を伝えています。講演会や対談も行われ、多くの参加者がありま 

した。今後の予定につきましては、暗号図書館は 11月５日から 11月 27日まで開催し 

ているもので、ストーリーブックを読みながら館内で暗号解読に挑戦していただくイ 

ベントです。陶明かり展については、はにわ館で 11月 25日から 12月 25日まで開催 

します。地域の作家の方が作られた陶あかりの作品の展示で、土のぬくもりと透かし 

彫りから溢れる、投影の乱反射による幻想的な空間を楽しんでいただける展示となる 

予定です。 



（５）スポーツ推進課長 

    報告事項につきまして、先日開催されました栃木国体は、３年ぶりの開催というこ 

とで、事務局がホッケー競技の視察に行きました。また、少年男子の部で伊吹高校男 

子ホッケー部が優勝されましたので、優勝報告会を開催しました。次に、10月 29日か 

ら 31日まで開催されます、全国障害者スポーツ大会の陸上競技に市内の方１人が出場 

されることとなり、社会福祉課と連携し激励会を開催しました。障害者の方を対象と 

したボッチャの体験会およびニュースポーツの出前講座については、スポーツ推進委 

員に参加をしていただきました。今後の予定につきましては、部活動の地域移行に関 

する意見交換会は、滋賀県が開催されるもので、国が現在想定されている各団体を対 

象にして開催されるものです。Ｂ＆Ｇ全国教育長会議には、教育長に出席をしていた 

だきます。全国スポーツ推進委員研究協議会は、本年度は滋賀県が当番となり、草津 

市を中心に開催されますので、スポーツ推進委員に参加をしていただきます。 

 

（６）学校給食課長 

    今後の予定につきましては、例年実施しております野菜の収穫体験を山東、春照、 

米原小学校を対象に 11月に予定しています。食に関する指導は、小学１年生を対象 

としました好き嫌いなく食べようと、小学５年生を対象とします、魚について知ろう 

を 11月下旬から実施します。 

 

５ 所属長に対する質疑 

  Ａ委員  ：  １点目は、この季節は冒頭教育長のあいさつでもありましたが、各学 

校で運動会など、いろいろアイデアを絞って行われているということを 

聞き及んでおります。近所の子どもからも、校外活動へ行くのに祖母と 

おやつを買いに行くという話を聞いて、子どもの顔も自然と綻んでいま 

した。何気ない日常ではありますが、コロナ禍で子どもたちも窮屈な生 

活を強いられてきましたが、少しずつ以前に近い形で活動が戻りつつあ 

ることを実感しました。やはり、子どもたちの成長には節目の行事が非 

常に大事であることを実感したところです。２点目は、中学生広場で非 

常に良い成績で、米原の子どもが全国大会まで出場するということで、 

非常に嬉しく思っています。改めて文化芸術面についても、基準が作り 

にくいですが、頑張っている子どもを顕彰するというか、皆に知らせて 

いくことが非常に大事な事だと思います。何らかの形で褒めてあげると 

か、広報してあげるということを事務局の方々にもお願いしたいと思い 

ます。 

 最後に１点質問で、学級がうまく機能しない学級について、状況を教 

えてください。 

 

  事務局  ：  若手の教員が担任をしている学級で、なかなか学級経営がうまくいっ 



ていない状況の中で、子どもとの関係性がうまく作れていないという分 

析をしています。大荒れという状況ではありませんが、難しい状況です。 

 

  Ｂ委員  ：  学校で使用しているタブレットについて、取扱いや管理など十分気を 

付けて使用していただいていると思います。今後もよろしくお願いした 

いと思います。 

 

  Ｃ委員  ：  教育長の挨拶を聞いていて、本当の自分と違うことを表現したり、行 

動を起こすことによって自分の方を向いて欲しいという子どもが多いの 

ではないかと思いました。本当の心の中が出しにくい、見せられない状 

況が子どもたちの中にあるのかなと思いました。子どもの本当の心の中 

を見る力、感じる力が教師や子どもたちに関わる地域の方にはすごく大 

切だと感じました。また、伊吹山中学校で、コロナ禍で開催ができなか 

った北国脇往還ウォーキングを、久しぶりに中学校１年生を対象に開催 

され、自分も関わりのある不登校の子も参加ができ、皆と最後まで歩く 

ことができたと校長先生から聞いて非常に嬉しく思いました。その前に 

開催された文化祭でも、中学校１年生の舞台発表には出られなかったけ 

れども、自分も参加しているような気持ちで見られたと聞き、嬉しく思 

いました。普段学校ではクラスに行かない子ですが、友達がいることが 

分かって、夏休みから友達と遊びに行けたということがあり、嬉しく思 

いました。行事は縮小されていますが、各種取組を行う中で、子どもた 

ちが友達と協力する機会は大きな成長する力になるのかなと思いました。 

自分もクラスの一員であるという存在感も分かりますし、まとまりのあ 

るクラスが生まれたり、学級経営がうまくいっていないクラスでも子ど 

もたちの力で変わっていくのではないかと思いました。地域活動や行事、 

コミュニティスクールをどの中学校も頑張っているし、地域の方もそれ 

を見守っていただいていることは嬉しいことだと思いました。 

 

  Ｄ委員  ：  マスクに関することが大分緩んできていて、コンビニエンスストアな 

どでは、マスクの装着をしなくてよいと表示しているところも出てきて 

います。子どもたちには、一般の場と学校生活におけるマスクの装着に 

ついて、混乱を起こす懸念があると予想されます。学校での決まり事を 

決めてマスクの使い方を再度指導する必要があるのではないかと感じて 

います。 

   

  Ｅ委員  ：  10月は運動会があり、コロナ禍の中ですが伸び伸びと子どもたちが運

動会を頑張ったように感じました。米原小学校で、ふるさときずなウォ

ークという地域を歩いて、いろいろな自治会のポイントを観察する行事



にボランティアで参加させていただきました。横断歩道で旗を持って安

全に渡れるようにする役をしていましたが、子どもたちはみんな元気よ

く挨拶をしてくれました。米原小学校は、挨拶日本一という目標を掲げ

て子どもたちにみんなで挨拶をしようと取り組まれていて、当然、言え

ない子もいるのですが、元気よく挨拶をしてくれる子がたくさんいたの

で、改めて子どもから声を掛けてくれるのは凄く嬉しいと思いました。

大人でもなかなか挨拶ができないところもあるので、子どもの元気な姿

を感じました。先日さかなクンの記事を読んでいたところ、すごく個性

的な人で、大学の教授もされていて魚の知識がすごく多くて、彼の幼少

期は母親にとにかくたくさん褒めて貰えたということが書かれていて、

それが自分にできるかというと、よその子がいいことをしたら褒められ

ると思いますが、我が子を常に褒めるのはなかなか難しいと思います。

実生活ではちゃんとしなさいとか、早く起きなさいみたいな場面も多い

ので、たくさん褒めるのは難しいのですが、やはり褒めることは大事だ

と思いました。いろいろな目線で温かく子どもを見守ってあげながら、

日々子どもの成長を見守って行けたらと思います。 

   

 

６ 議案審議 

議案第 36号 後援等名義使用承認（後援）                 【学校教育課】 

   （内容） 

別紙のとおり後援等名義使用承認申請書（後援）が提出されたので、米原市教育

委員会後援名義の使用承認に関する規程により、この案を提出するものである。 

    事業名 第２回不登校フォーラム 不登校を知る 2022～秋のフォーラム～ 

   ― 以下、議案に基づき説明 ― 

原案承認 

 

議案第 34号 後援等名義使用承認（後援）                 【生涯学習課】 

   （内容） 

別紙のとおり後援等名義使用承認申請書（後援）が提出されたので、米原市教育

委員会後援名義の使用承認に関する規程により、この案を提出するものである。 

    事業名 映画「みとりし」上映会と西河美智子講演会 

   ― 以下、議案に基づき説明 ― 

原案承認 

 

 

 

 



７ 報告事項 

  （１）第 67回滋賀県人権教育研究大会（米原大会）について     【学校教育課】 

    （内容） 

  滋賀県人権教育研究大会は、県内の学校関係者、社会教育関係者、企業の人権 

教育に関わる方が一堂に会して人権に関する学びを深めることを目的とする大会 

です。この大会は県内各市町が輪番制で開催しています。今年度は東近江市で開 

催、来年度が米原市の開催となっています。主催者は滋賀県人権教育研究会、滋 

賀県教育委員会、そして担当市の３者が主催となっています。例年、県知事が来 

賓として来られ、開催市の市長が顧問です。教育長が委員長を務められます。今 

回の総括会議で参加者が概ね 1,500人位でした。コロナ前ですと、初日と２日目 

合わせて大体 3,000人という規模の大きな大会です。今年度は人数制限をして実 

施しておられました。次年度、本市での大会となりますが、日程と会場は、令和 

５年 11月３日と４日、初日の全体会は文化産業交流会館で２日目の分科会は米原 

小中学校と、市役所本庁舎、米原学びあいステーションを中心に実施予定です。 

 

  （２）米原市文化財保存活用地域計画（素案）について       【生涯学習課】 

   （内容） 

      この計画は令和２年度から取り組んできたもので、本年度完成を目指していま 

す。計画策定の目的は、地域に所在する様々な文化財、未指定のものも含めてこ 

の保存と特に活用に関して、継続性、一貫性のある文化財行政の取組方針と措置 

を定め、地域総がかりによる充実した文化財の保存と活用を目指して策定する、 

マスタープラン兼アクションプランとして、文化財保護法に定められた計画を策 

定するものです。今後の 10か年計画と御理解ください。検討体制については、 

策定委員会の御意見を頂きながら、現在最終の取りまとめ段階に来ています。ス 

ケジュールにつきましては、令和２年度に米原近江地区、昨年度は山東伊吹地区 

の文化財の把握調査を実施し、今年度計画の取りまとめ作業に入っているところ 

です。今後策定委員会を開催し、パブリックコメント等を経て計画を策定し、今 

年度末に文化庁への申請、来年度７月を目標に計画の認定を目指すものです。教 

育委員会へは、パブリックコメントに出す前の計画がまとまった段階で議案とし 

て御説明したいと思っております。計画期間については、令和６年度から令和 

15年の 10か年計画となります。第１章が米原市全体の概要、第２章は米原市の 

文化財の概要と特徴となります。現在 4,798点の文化財を調査を含めて把握して 

います。こうした地域の宝というものを、今後保存と継承もありますが、活用し 

ながら守っていくという部分になります。第３章は市の歴史文化の特徴というこ 

とで、米原市らしさを表現したところになります。大きな象徴として豊かな水と 

交差する道、こうした象徴を捉えながら、にぎわいということを含めて巷という 

ことをキーワードとしまして、米原市の歴史文化の特徴を６つに整理しておりま 

す。第４章では米原市の文化財の保存と活用に関する将来像ということで、地域 

でつなぎ、地域で活かす、歴史文化とともにあるまちまいばらという形で将来像 



を描いております。そうした将来像を基に、具体的な方向性を３つ示しており、 

地域で文化財を次世代へつなぐ、文化財を活かす、文化財の担い手づくりという 

形で整理しています。第５章の文化財の把握、調査内容、第６章では、保存と活 

用に関する現状から措置ということで、課題と方針を整理しています。第７章で 

は、文化財の一体的、総合的な保存と活用として、重点的に取り組む項目を５つ 

設定しています。第８章、第９章は今後の会議を経て検討、一通りの議論が整理 

されるという形になります。国の方も、今までですと文化財を守る、保存する、 

それだけの部分でしたが、活用しながら地域の宝を守り育てていく、そのための 

計画となります。令和５年度には、文化庁が京都に完全に移転となるという動き 

もありますので、米原市としてもこの計画の認定に向けた取組を進めていくこと 

となります。 

 

  Ｃ委員  ：  文化財については保護ばかりと思っていましたが、活用という部分 

で、学校の教育の中で、地域教材として活用するなどの発展的は部分 

は、この計画に入ってくるのでしょうか。 

   

  事務局  ：  文化財を守るだけではなく、利活用が鍵となりますので、地域の宝を 

皆で共有して活用していく流れとなります。関係機関と連携を強化しな 

がら守り育てていくというような表現等は入ってきますので、例えば今 

もう既にコミュニティスクールなどでも一体となって取り組んでいます 

し、北国脇往還でも一緒に素晴らし位置図を作られたりという部分もこ 

こに盛り込みながら、各機関と連携をさらに強めて取り組んでいくとい 

う部分で、位置付けさせていただきたいと思っております。 

 

  （３）年末年始休館にかかる個人貸出し冊数の変更について     【図 書 館】 

  （４）後援等名義使用承認（後援）について 

     〇2022子育てと教育を語るつどい              【教育総務課】 

     〇令和４年度滋賀県第５ブロック学校保健研究大会      【学校教育課】 

     〇滋賀県次世代育成ユースシアター事業「森は生きている」  【生涯学習課】 

 

８ 質疑応答 

   特になし 

 

９ その他 

 （１）令和４年第 11回定例教育委員会の開催について 

    日 時：令和４年 11月 18日（金）午後３時 30分から 

    場 所：米原市役所 コンベンションホール 

 



 

 （２）令和４年第 12回定例教育委員会の開催について 

    日 時：令和４年 12月 20日（火）午後３時 30分から 

    場 所：米原市役所 コンベンションホール 

 

10 閉 会 

 以上をもって令和４年第 10回定例教育委員会を午後４時 40分に終了した。 

 


